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飯
樋
流
し
盆
踊
り
実
行
委

員
会
（
細
山
利
文
実
行
委
員

長
）
主
催
に
よ
る
「
第
15
回

飯
樋
流
し
盆
踊
り
大
会
」
が
、

飯
樋
町
地
内
で
行
わ
れ
、
多

く
の
住
民
や
帰
省
客
ら
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

14
日
は
、
地
元
の
踊
り
子

た
ち
が
「
飯
樋
盆
唄
」
に
合

わ
せ
て
街
中
を
踊
り
流
し
た

ほ
か
、
飯
樋
小
学
校
の
児
童

た
ち
が
「
飯
曽
小
唄
」
の
踊

り
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露

し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
15
回
目
の

第15回

記
念
大
会
と
し
て
、
村
第
５

次
総
「
つ
な
が
り
プ
ラ
ン
」

の
補
助
を
受
け
、
浴
衣
コ
ン

テ
ス
ト
と
大
抽
選
会
も
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
浴
衣
コ
ン
テ

ス
ト
に
は
、
村
内
外
か
ら
団

体
や
個
人
な
ど
合
わ
せ
て
56

組
が
出
場
、
華
や
か
な
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

雨
天
に
よ
り
16
日
に
延
期

し
て
行
わ
れ
た
仮
装
盆
踊
り

に
は
、
34
組
が
出
場
。
テ
レ

ビ
や
ゲ
ー
ム
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
、「
ま
で
い
」
に
ち
な
ん
だ

も
の
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
仮
装
の
列
が
観
客
の
目
を

引
い
て
い
ま
し
た
。

今
年
で
14
回
目
を
迎
え
た

「『
は
や
ま
湖
』
森
と
湖
ま
つ

り
」
は
、
大
倉
の
真
野
ダ
ム

周
辺
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
人
々
に

森
や
湖
に
親
し
ん
で
も
ら
い
、

森
林
や
ダ
ム
な
ど
の
重
要
性

に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
真
野
ダ
ム

事
務
所
な
ど
が
毎
年
「
森
と

湖
に
親
し
む
旬
間
」
の
期
間

に
合
わ
せ
て
開
催
し
て
い
る

も
の
で
す
。

ま
つ
り
で
は
、
普
段
は
立

ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
ダ

ム
施
設
の
内
部
や
水
力
発
電

所
、
取
水
ト
ン
ネ
ル
の
見
学

を
は
じ
め
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
に
よ
る
湖
上
遊
覧
、
森
林

教
室
、
丸
太
切
り
競
争
な
ど

様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
、
多

く
の
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

特
老
「
い
い
た
て
ホ
ー
ム
」
の
夏
ま
つ
り
が
、

ホ
ー
ム
前
庭
と
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
、
入
居
者

ら
が
家
族
や
親
戚
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
、

一
足
早
い
盆
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
つ
り
で
は
、
ホ
ー
ム
職
員
に
よ
る
ヨ
サ
コ

イ
踊
り
を
は
じ
め
、
中
学
生
に
よ
る
神
輿
、
入

居
者
ら
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
は
焼
き
鳥
や
焼
き
そ
ば
、
か

き
氷
な
ど
の
模
擬
店
が
並
び
、
買
い
求
め
る
人

た
ち
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
最
後
に
行
わ
れ
た
盆
踊
り
で
は
、

入
居
者
と
そ
の
家
族
ら
が
、
や
ぐ
ら
を
囲
ん
で

踊
り
の
輪
を
つ
く
り
、
一
足
早
い
夏
の
風
物
詩

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

体
育
協
会
の
役
員
を
永
年

務
め
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
功
績
が
あ
っ
た
と
し

て
、
大
内
雄
治
さ
ん
（
八
木

沢
・
芦
原
）
と
管
野
清
さ
ん

（
草
野
）
に
、
ス
ポ
ー
ツ
功

労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
双
葉
町
で
開

催
さ
れ
た
「
第
58
回
福
島
県

総
合
体
育
大
会
県
民
ス
ポ
ー

ツ
相
双
地
域
大
会
」
の
開
会

式
席
上
で
行
わ
れ
、
市
町
村

体
育
協
会
相
双
地
域
連
合

会
の
岩
本
忠
夫
会
長
か
ら
お

二
人
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

深
谷
子
ど
も
会
育
成
会
（
佐

久
間
正
会
長
）
で
は
、
夏
休
み

中
の
事
業
と
し
て
、
早
朝
に
親

子
で
空
き
缶
拾
い
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
約
30
人
の
親
子

が
参
加
し
、
深
谷
地
区
の
県
道

と
村
道
沿
い
に
投
げ
捨
て
ら
れ

た
空
き
缶
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。
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毎
日
の
よ
う
に
殺
傷
事
件
が
あ
り
、
心
が

痛
む
ば
か
り
で
す
。

先
日
読
ん
だ
本
に
、
お
も
し
ろ
い
（
？
）

話
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
題
は
「
名
医
の
処

方
」
で
、
約
３
０
０
年
前
の
漢
方
医
の
話
で

す
。あ

る
夜
中
に
一
人
の
女
性
が
訪
ね
て
来
て
、

「
先
生
、
一
生
の
お
願
い
で
す
か
ら
、
毒
薬
を

一
服
つ
く
っ
て
下
さ
い
」
と
、
た
だ
な
ら
ぬ

よ
う
す
。

「
何
に
使
う
の
か
」

「
お
母
さ
ん
（
姑
）
に
死
ん
で
も
ら
う
の
で
す
」

そ
の
家
の
嫁
姑
の
犬
猿
の
仲
は
、
評
判
だ

っ
た
。
こ
こ
で
断
っ
た
ら
、
嫁
の
方
が
自
殺

す
る
と
み
て
と
っ
た
医
者
は
「
よ
し
、
分
か

っ
た
」
と
。「
一
服
で
殺
せ
ば
、
あ
な
た
が
ヤ

っ
た
と
す
ぐ
バ
レ
る
し
、
私
も
打
首
だ
。
だ

か
ら
、
毎
日
一
服
ず
つ
飲
ま
せ
れ
ば
３
ヶ
月

後
に
死
ぬ
よ
う
調
合
す
る
か
ら
」
と
言
い
な

が
ら
、
さ
ら
に
こ
う
諭
し
た
。「
３
ヶ
月
の
わ

ず
か
の
辛
抱
だ
。
お
母
さ
ん
に
や
さ
し
い
言

葉
を
か
け
て
、
手
足
を
よ
く
も
ん
で
あ
げ
な

さ
い
」
と
。

２
ヶ
月
ほ
ど
た
っ
た
あ
る
夜
、
姑
が
嫁
に

む
か
っ
て
「
今
日
は
あ
な
た
に
謝
り
た
い
。

り
っ
ぱ
な
嫁
に
な
っ
て
欲
し
く
て
色
々
言
っ

て
き
た
が
、
も
う
大
丈
夫
。
明
日
か
ら
一
切

ま
か
せ
て
、
私
は
隠
居
し
ま
す
」

嫁
は
大
変
後
悔
し
、
名
医
の
と
こ
ろ
に
駆

け
込
み
、「
先
生
、
急
い
で
毒
消
し
の
薬
を
つ

く
っ
て
下
さ
い
」
と
涙
な
が
ら
両
手
を
つ
い

て
頼
む
嫁
に
、
医
者
は
「
心
配
な
い
よ
。
あ

れ
は
た
だ
の
ソ
バ
粉
だ
よ
」
と
。

今
、
飯
舘
村
で
も
「
あ
い
さ
つ
を
」、「
大

人
か
ら
」
と
い
う
運
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

「
笑
顔
で
の
あ
い
さ
つ
」
が
、
ど
れ
ほ
ど
周
囲

を
明
る
く
す
る
か
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

ち
ょ
っ
と
目
も
と
の
筋
肉
を
動
か
し
、
わ

ず
か
一
言
二
言
話
す
だ
け
で
、
人
は
幸
福
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
ら
、
ケ
チ

る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
奉
仕
と
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
時
代
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
笑
顔
の
明
る
い
あ
い
さ
つ

に
勝
る
社
会
奉
仕
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
日
に
一
人
を
喜
ば
せ
れ
ば
、
10
年
で

３
、
６
５
０
人
。
素
晴
ら
し
い
運
動
に
な
り

ま
す
ね
。

平
成
17
年
８
月
29
日

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」、

そ
し
て
９
月
４
日
か
ら
９
月
10

日
ま
で
の
１
週
間
は
「
救
急
医

療
週
間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

万
一
の
急
病
や
ケ
ガ
の
際
の
対

応
を
ご
家
族
で
話
し
合
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

消
防
飯
舘
分
署
の
集
計
結
果

で
は
、
今
年
１
月
か
ら
の
救
急

車
の
出
動
回
数
は
、
７
月
末
現

在
で
１
７
６
件
と
、
前
年
同
期

に
比
べ
て
21
件
増
え
て
い
ま
す
。

出
動
の
内
訳
は
、
急
病
が
最

も
多
く
１
３
７
件
で
、
全
体
の

約
78
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
年

代
で
は
、
65
歳
以
上
の
方
が
94
件
で
、
全
体

の
約
68
％
で
す
。

飯
舘
分
署
で
は
、
平
成
７
年
か
ら
普
通
救

命
講
習
会
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
７
月
末

現
在
で
１
３
５
回
、
延
べ
２
、
７
６
６
人

が
受
講
し
て
い
ま
す
。
こ
の
受
講
者
数
は
人

口
比
約
40
％
で
、
全
国
的
に
見
て
も
高
い
数

字
で
す
。

一
方
、
昨
年
７
月
か
ら
一
般
の
方
に
も
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
用

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
器
は
、
突
然

倒
れ
た
方
の
多
く
が
発
症
し
て

い
る
不
整
脈
に
対
し
て
、
除
細

動
（
一
般
的
に
は
電
気
シ
ョ
ッ

ク
）
を
行
う
も
の
で
、
一
般
の

方
に
も
安
全
か
つ
有
効
に
使
用

で
き
、
す
で
に
全
国
で
は
一
般

の
方
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
て
の

救
命
事
例
が
多
く
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

現
在
、
普
通
救
命
講
習
会
の

中
に
、
そ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
も
組

み
込
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
初

め
て
の
方
は
も
と
よ
り
、
過
去

に
受
講
さ
れ
た
方
で
あ
っ
て
も

再
受
講
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
飯
舘
分
署
救
急

係
（
�
�
０
１
１
９
）
ま
で
お

気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

「
い
い
た
て
ホ
ー
ム
」
に

入
居
さ
れ
て
い
る
横
山
チ
ヨ

さ
ん
が
、
満
１
０
０
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
、
入
居
者

や
職
員
、
い
い
た
て
福
祉
会

の
理
事
な
ど
約
１
４
０
人
が

出
席
し
、
ホ
ー
ム
東
棟
大
ホ

ー
ル
で
賀
寿
祝
い
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

チ
ヨ
さ
ん
は
、
ハ
ワ
イ
生

ま
れ
の
日
系
２
世
で
、
62
歳

の
頃
に
来
日
さ
れ
、
先
祖
が

過
ご
し
た
浪
江
町
で
生
活
。

平
成
12
年
６
月
か
ら
「
い
い

た
て
ホ
ー
ム
」
に
入
居
さ
れ

て
い
ま
す
。

賀
寿
祝
い
で
は
、
は
じ
め

に
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、

相
双
保
健
福
祉
事
務
所
の
稲

村
忠
衛
副
所
長
か
ら
、
知
事

賀
寿
と
記
念
品
の
木
杯
、
さ

ら
に
知
事
直
筆
の
色
紙
が
チ

ヨ
さ
ん
本
人
へ
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

続
い
て
、
村
か
ら
報
奨
金

が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
福
島
県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
も

賀
寿
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
後
に
は
、
ホ

ー
ム
の
「
チ
ヨ
さ
ん
の
賀
寿

を
祝
う
会
」
が
行
わ
れ
、
職

員
か
ら
チ
ヨ
さ
ん
へ
花
束
や

記
念
品
、
千
羽
鶴
な
ど
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
10
本
の
ロ
ー
ソ
ク

を
立
て
た
大
き
な
特
製
ケ
ー

キ
も
用
意
。
チ
ヨ
さ
ん
と
職

員
が
一
緒
に
ロ
ー
ソ
ク
の
火

を
吹
き
消
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
祝
い

宴
で
は
、
職
員
ら
に
よ
る
花

笠
踊
り
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
披

露
さ
れ
る
な
ど
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
み
ん
な
で
チ

ヨ
さ
ん
の
賀
寿
を
お
祝
い
し

ま
し
た
。

今
年
の
「
福
島
県
ユ
ー
ス

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
・
高
円
宮

杯
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

福
島
県
大
会
」
の
一
次
リ
ー

グ
が
、
県
内
12
ヵ
所
の
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
福
島
県
サ

ッ
カ
ー
協
会
な
ど
が
毎
年
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
今

年
は
地
区
予
選
会
の
上
位
チ

ー
ム
合
わ
せ
て
52
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
飯
舘
ス
ポ
ー

ツ
公
園
陸
上
競
技
場
の
会
場

で
は
、
飯
舘
中
、
古
河
電
池

Ｆ
Ｃ
（
い
わ
き
市
）、
郡
山

第
二
中
（
郡
山
市
）、
蓬
莱

中
（
福
島
市
）
の
４
チ
ー
ム

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

今
回
、
相
双
地
区
予
選
会

で
５
位
に
入
り
、
初
の
県
大

会
出
場
と
な
っ
た
飯
舘
中
サ

ッ
カ
ー
部
。
惜
し
く
も
決
勝

リ
ー
グ
進
出
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
家

族
や
仲
間
か
ら
大
き
な
声
援

を
受
け
、
懸
命
に
ボ
ー
ル
を

追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。
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飯
舘
村
体
育
協
会
（
大
内
雄
治
会
長
）
主
催
の
「
ス
ポ
ー
ツ

カ
ー
ニ
バ
ル
２
０
０
５
」
が
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
陸
上
競
技
場
を

メ
ー
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
、
参
加
者
ら
は
各
種
ス
ポ
ー
ツ
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
飯
舘
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
結
成
22

周
年
記
念
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
大
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
野
球
連
盟
理
事
長
杯
、
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
関
係
団
体
に
よ
る
多
彩
な
ス
ポ
ー
ツ
が
行

わ
れ
、
参
加
者
ら
は
楽
し
く
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
飯
舘
中
体
育
館
で
は
「
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
」
が
行
わ

れ
、
元
う
つ
く
し
ま
広
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
の
佐
久

間
貞
良
先
生
が
「
中
高
年
の
楽
し
い
健
康
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
、
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
楽
し
く
で
き
る
軽
運
動
な
ど
を
指
導
し
ま

し
た
。

村
内
か
ら
中
学
生
チ
ー
ム

を
含
む
８
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
と
Ｊ
Ａ
そ

う
ま
に
よ
る
決
勝
戦
で
は
、

Ｊ
Ａ
そ
う
ま
が
劇
的
な
サ
ヨ

ナ
ラ
勝
ち
を
収
め
、
念
願
の

優
勝
カ
ッ
プ
を
手
に
し
ま
し

た
。

Ｊ
Ａ
そ
う
ま

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

12
区
野
球
ク
ラ

ブ
、
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ

洋
上
生
活
や
北
海
道
の
大

自
然
の
中
で
の
活
動
等
を
通

し
て
、
子
供
た
ち
の
頑
張
る

力
や
人
を
思
い
や
る
心
を
養

っ
て
も
ら
お
う
と
、
村
が
平

成
10
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

「
海
洋
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク

ー
ル
」。
今
回
が
８
回
目
の

船
出
と
な
り
ま
し
た
。

当
初
は
、
７
月
25
日
か
ら

30
日
の
日
程
で
し
た
が
、
出

発
日
に
台
風
７
号
が
接
近
し

た
た
め
、
８
月
に
延
期
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

ア
イ
ヌ
の
伝
統
料
理
や
古

式
舞
踊
な
ど
を
体
験
。

仙
台
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
に

乗
り
北
海
道
へ
。
船
内
で
は
、

た
く
さ
ん
の
料
理
を
囲
ん
で

船
上
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。

倶
知
安
町
で
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
掘
り
や
町
内
探
検
、
さ
ら

に
北
陽
小
学
校
の
子
供
た
ち

と
交
流
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

尻
別
川
で
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

（
川
下
り
）
に
挑
戦
。
急
流

の
川
を
、
子
供
た
ち
は
力
を

合
わ
せ
て
パ
ド
ル
を
こ
ぎ
ボ

ー
ト
を
進
ま
せ
ま
し
た
。
夜

に
は
、
苫
小
牧
港
か
ら
フ
ェ

リ
ー
に
乗
り
、
仙
台
港
へ
。

５
日
間
に
わ
た
る
活
動
を

終
え
、
一
行
は
貴
重
な
体
験

と
感
動
を
胸
に
、
元
気
に
帰

村
し
ま
し
た
。
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別
に
階
級
が
分
か
れ
て
い

ま
す
。
菅
野
君
は
62
㎏
級
、

あ
野
君
は
69
㎏
級
に
出

場
。こ
の
う
ち
、
菅
野
君
が

７
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
団
体
の
部
で
は
、

県
内
参
加
校
で
最
上
位

と
な
る
総
合
10
位
に
入
り

ま
し
た
。

菅
野
君
は
「
自
己
ベ
ス

ト
に
は
届
か
な
か
っ
た

が
、
自
分
の
力
は
出
せ

た
」。野

君
は
「
入
賞
で
き

な
か
っ
た
が
、
自
己
ベ
ス

ト
に
近
い
結
果
が
出
た
の

で
満
足
し
て
い
る
」
と
、

出
場
し
て
の
感
想
を
そ
れ

ぞ
れ
話
し
て
い
ま
し
た
。

川
俣
高
校
の
ウ
ェ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
は
、
伝

統
的
に
飯
舘
中
卒
者
が
多

く
、
現
在
も
１
〜
２
年
生

の
部
員
８
人
の
う
ち
６
人

が
飯
舘
中
卒
者
と
の
こ

と
。今

後
も
、
飯
舘
中
卒
者

の
部
員
を
は
じ
め
、
同
部

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

杉
浦
光
一
さ
ん
（
伊
丹
沢
）

の
畑
で
、
珍
し
い
形
の
ナ
ス

が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。

長
さ
20
セ
ン
チ
ほ
ど
の
ナ

ス
が
、
バ
ナ
ナ
の
よ
う
に
３

本
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
よ
う
に
２
本

つ
な
が
っ
た
も
の
も
。

収
穫
し
た
ミ
ツ
代
さ
ん
は

「
こ
ん
な
の
は
初
め
て
」
と
、

ナ
ス
を
見
つ
め
な
が
ら
話
し

て
い
ま
し
た
。

村
で
初
め
て
の
防
犯
と
青

少
年
健
全
育
成
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
組
織
「
飯
樋
町
や
さ
し

く
見
守
り
隊
」
の
発
隊
式
が
、

８
月
に
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
た
、
今
年

の
「
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
」
の

ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
（
重
量
挙
げ
）
に

出
場
し
た
、
川
俣
高
校
３
年
の
菅
野
芳
彦

君
（
比
曽
）
と

野
真
君
（
前
田
・
八
和

木
）
が
役
場
を
訪
れ
、
菅
野
村
長
に
出
場

の
報
告
を
し
ま
し
た
。

今
回
、
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
は
県

内
か
ら
川
俣
高
校
を
含
め
７
校
が
、
全
体

で
は
１
５
４
校
が
参
加
し
ま
し
た
。

ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
、
団
体
の
部

と
個
人
の
部
が
あ
り
、
個
人
の
部
は
体
重

相
双
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
の
会
長
や
県
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
の
副
会
長
を
務
め
る

な
ど
、
県
税
に
対
す
る
功
績
が
大

き
い
と
し
て
、
菅
野
昌
徳
さ
ん

（
宮
内
）
に
相
双
地
方
振
興
局
長

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
は
役
場
村
長
室
に
て

行
わ
れ
、
相
双
地
方
振
興
局
の

伏
見
次
長
か
ら
菅
野
さ
ん
へ
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
菅
野

さ
ん
は
「
こ
れ
を
期
に
、
今
後
も

納
税
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
話
し
て
い
ま

し
た
。

飯
樋
町
集
会
所
で
開
か
れ
ま

し
た
。

隊
員
ら
40
人
が
出
席
し
た

発
隊
式
で
は
、
隊
長
の
荒
区

長
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

長
正
助
役
と
原
町
警
察

署
の
野
口
副
署
長
か

ら
、
隊
の
活
動
に
期
待

す
る
あ
い
さ
つ
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
原
町
警
察

署
生
活
安
全
課
の
鈴
木

係
長
か
ら
荒
隊
長
へ
、

活
動
時
に
着
用
す
る
帽

子
と
腕
章
、
タ
ス
キ
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

発
隊
式
後
に
は
、
隊

員
ら
が
２
班
に
分
か
れ
、
地

区
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し

た
。
こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

毎
月
の
定
期
活
動
の
ほ
か
、

地
区
行
事
な
ど
の
際
に
も
実

施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
朝
に
は
隊
員
ら
が

交
差
点
な
ど
に
立
ち
、
集
団

登
校
す
る
小
学
生
た
ち
へ
声

を
か
け
る
「
愛
の
声
か
け
運

動
」
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

や
ま
ゆ
り
保
育
所
の
夏
ま

つ
り
が
、
保
育
所
の
中
庭
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
夏
ま
つ
り
は
、
保
育

所
が
２
歳
児
を
対
象
に
初
め

て
行
っ
た
も
の
で
、
当
日
は

浴
衣
や
甚
平
を
着
た
子
ど
も

た
ち
と
そ
の
保
護
者
ら
約
50

人
が
参
加
。
夏
ま
つ
り
で
は
、

焼
き
そ
ば
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

の
出
店
を
は
じ
め
、
ス
ー
パ

ー
ボ
ー
ル
す
く
い
や
職
員
に

よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど

楽
し
い
催
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま

つ
り
の
テ
ー
マ
は
「
ア

ン
パ
ン
マ
ン
」
で
、
子
供
た

ち
は
各
出
店
を
回
っ
て
顔
の

パ
ー
ツ
を
集
め
、
ア
ン
パ
ン

マ
ン
の
お
面
を
完
成
さ
せ
た

り
、
全
員
で
ア
ン
パ
ン
マ
ン

音
頭
を
踊
っ
た
り
と
、
参
加

し
た
親
子
た
ち
は
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。


